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エレメカ連携とは 
オートデスク株式会社の製品には 
AutoCAD Electrical・・・制御回路設計ツール 
Autodesk Inventor・・・３Ｄモデリングツール 
 があり、両者には“エレメカ”コマンドが用意されています。 
これは、Electrical で設計した回路情報を、Inventor の 3D モデルに渡し 3D モデル内でハー

ネス設計を行うための機能です。 
ハーネス設計後、各ワイヤの測長データの出力及びメールボード図など製造の為のデータ出力

が可能です。 
 
AutoCAD Electrical と Autodesk Inventor は同一バージョンを使用する必要があります。 
バージョンによりリンクの機能に違いがあるためです。 
基本的には 2016 バージョン以降での使用をお勧めします。 
エレメカコマンドを使用できるのが、2016 以降のバージョンとなります。 
Autodesk Inventor にもカタログブラウザをインストールしておけば、AutoCAD Electrical の
カタログブラウザを使用して、３Ｄ設計を行う事が出来ます。 
詳細はインストールヘルプを参照してください。 
 

本トレーニングテキストの内容 
エレメカ概要 
 エレメカ連携の変遷 
エレメカリンクする為の回路作図 
 AutoCAD Electrical で設定しておかなくてはいけないこと 
エレメカリンクファイルとリンク方法 
 エレメカ機能の使用方法 
ハーネス環境とセグメント 
 Autodesk Inventor で設定すべきこと 
ワイヤとケーブル配線 
 ハーネス環境でワイヤを作成する 
 ケーブル定義されたワイヤとは 
レポート出力 
 配線された情報を書き出すには 
ネイルボード 
 ケーブル作成指示図の作成 
 

トレーニング受講前提条件 
AutoCAD Electrical での回路設計機能を理解していること 
Autodesk Inventor でパーツ作成、アセンブリの基本機能を理解していること 
 

トレーニングの準備 
ACE_Inv_TRN フォルダを C:¥Autodesk にコピーします。 
C:¥Autodesk が存在しない場合は作成してください。  
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1. エレメカ連携の変遷 
AutoCAD Electrical と Autodesk Inventor のハーネス機能がリンクしたのは、2006 年、 
AutoCAD Electrical 2007 と Inventor 11 からが正式リリースです。 
リンク方法は、初期、第 2 期、現在と変遷してきました。 
第 2 期までは AutoCAD Electrical からのデータ送信で、特に相互通行ではなく、一方的な配

線リストの送付であり、Inventor で読み込んで設計を行っていました。 
 
 
1.1 ACE2007・・・From/To① 
エレメカ初期。 
Electrical からの出力コマンドはあったが、中身は From/To 形式のテキストファイル。 
読み込みには別途、形式ファイル（CFG ファイル）が必要であるが、こちらもテキストの為、

解析してしまえば手動で作成が可能。また、Electrical のレポート機能を使用しても作成可能。 
現在では出力機能は存在しない。 
 
1.2 ACE2011・・・xml② 
第 2 期。 
Electrical からの出力ファイルは xml 形式に。これにより形式ファイルは不要となったが、人

的な編集が困難となる。（一部編集したくてもわからない為、Electrical から再出力） 
問題点として回路の部分抽出が不可能である。 
方法①は、レポート－始点／終点 を使用して、出力形式を調整するか手動で作成すれば実行

可能。 

 
 
1.3 ACE2016・・・エレメカ専用コマンド③ 
現在。 
専用中間ファイル読込形式。Electrical と Inventor 双方で中間ファイルを読み込むことにより

実行可能。 
専用中間ファイルは解析不能。 
同期のタイミングは手動又は保存時で設定が可能。 
Ver2017 からは、機器の関連付けが GUI で実行可能に。 
① ,②方式は実行可能。 
本トレーニングはこの方式で実施することとする。 
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※これ以外の方法として、Inventor で直接ワイヤ定義する方法もあるが、エレメカ連携ではな

いので、ここでは説明しない。 
 
 

2. エレメカ連携の流れ 
一般的には回路図を作成し、回路図情報を利用しながら連携を行うが、先に Inventor で機器の

配置を行うことも可能です。 
 
2.1 Electrical で回路図を作成する 

基本的には回路の接続情報を利用するので、回路図を作成する 
回路図が無くても、接続情報の作成が出来ればハーネス設計は可能 
例 

 
 
 

2.2 Inventor で機器配置アセンブリを作成する 
機器を配置したアセンブリを作成 
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2.3 エレメカコマンドにより中間ファイル作成 
リンクファイル作成画面 

 
 
 
 
2.4 機器同士の関連付けを実施 
  機器とコンポーネントの関連付け（Inventor 画面） 

   
 
 
 
2.5 接続を作成しルーティングを行う 
  左がルーティング完了。右はワイヤ作成状態。 
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2.6 必要なレポート、図面を作成する 
  ネイルボード 

   
 
 
 
※実際の設計に使用するには、様々な初期設定と検討が必要 
 
実際に回路と 3D 機器をリンクさせるため、まず、回路図を作図してみます。 
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3. 回路作図とエレメカリンクファイルの作成 
 
3.1 コネクタ図の作成 
AutoCAD Electrical で簡単なコネクタ図を作成します。 
プロジェクトマネージャで ACE_TRN1 プロジェクトを開きます。 
 
3.1.1 プロジェクトを開く 

プロジェクトマネージャ、プロジェクトを開く コマンドで ACE_TRN1.wdp ファイルを

選択してプロジェクトを開きます。 

  
 
場所は、C:¥Autodesk¥ACE_inv_trn¥ACE_trn1 となります。 

3.1.2 コネクタの作成 
プロジェクト内の 001.dwg を開きます。 

 
 

3.1.3 図面が起動したら、コネクタを作図します。コネクタ挿入コマンドを起動します。 

 
3.1.4 下図のように設定します。 
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ピン間隔：5 ピン数：12 プラグのみ 配線は右方向にします。 
3.1.5 挿入ボタンを押して、図面左上の適当な位置をクリックします。コネクタが作図され、

コンポーネント編集画面が表示します。 

 
タグ：CN1 装置コード：BAN1 ロケーションコード：LOC1 と入力して OK しま

す。接点構成表が表示したら削除してください。 
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3.1.6 同様に、コネクタをもう 1 つ配置します。コネクタ挿入を実行します。向きを逆にして

配置します。 

 
挿入ボタンを押します。 

3.1.7 CN1 の右側、同じ Y 座標に配置します。 

 
タグ：CN2 装置コード：BAN1 ロケーションコード：LOC2 とします。OK ボタン

を押して挿入します。接点構成表は削除します。 
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3.1.8 配線を挿入します。複数の母線コマンドを使用して、CN1 から CN2 へすべての端子を

接続します。コマンドを起動します。 

 
 
 
 

3.1.9 設定画面で、水平：5 開始場所：コンポーネント（複数配線） を選択し OK ボタン

を押します。 

 
3.1.10 CN1 の端子を矩形ですべて範囲選択すると選択された端子に赤いマークが付きます。 

    
3.1.11 ENTER キーを押すと配線作図を開始しますので、CN2 に接続します。 

 
 

3.1.12 上書き保存します。 
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3.2 エレメカリンクファイルの作成 
Inventor とリンクするためには中間ファイルである、リンクファイルを作成する必要がありま

す。AutoCAD Eletcrical、Autodesk Inventor どちらからでもリンクファイルの作成は可能

です。今回は、AutoCAD Electrical で作成します。 
 
4.1.1 エレメカタブへ移動 

エレメカタブへ移動し、エレメカリンク設定コマンドを起動します。 

 
 

4.1.2 リンクファイル作成画面が開きます。作成ボタンを押します。 

 
4.1.3 ファイル名と保存場所を聞いてきますので、 

ファイル名：ACE_Inv_trn1 
共有フォルダ：C:¥Autodesk¥ACE_inv_trn¥ACE_Inv_trn1 
として、作成ボタンを押します。 
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4.1.4 リンクファイルが作成されました。 

 
 

4.1.5 閉じるボタンを押して画面を閉じます。上書き保存してください。 
4.1.6 プロジェクトマネージャでロケーションビューに切り替えます。 

 
ロケーションビューはリンクファイルを作成しなくても使用できます。 

4.1.7 ロケーションビューには、回路コンポーネント及び接続情報が表示されます。装置コー

ド及びロケーションコードに基づいて表示されますので、接続を確認するのに便利です。 
 
 

この時点では、Inventor 側でリンクを

行っていませんので、Inventor の情報

はありません。 
 
競合の発生時に優先するプログラムを

選択可能ですが、Electrical に統一する

ことをお勧めします。 
 
最下部のリンク解除ボタンでリンクを

解除できます。 
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4.1.8 ロケーションビューの機能 
・[ロケーション ビュー]タブでは、次の機能を使用することができます。 
・デバイスにカーソルを合わせると、カタログ、説明、および定格の情報が表示され

ます。 
・デバイスを展開すると、コンポーネントのピンの値が表示されます。 
・装置の値とロケーションの値を基準にして、リストをフィルタすることができます。 
・ビューを更新すると、プロジェクト全体で変更が反映されます。 
・検索文字列を入力して、リスト内でデバイスを検索できます。 
・右クリックして、選択したコンポーネントにサーフすることができます。 
・コンポーネントの詳細を表示する[詳細]ペイン、および配線の始点/終点の情報を表

示する[接続]ペインが表示されます。 
 ・[詳細]または[接続]ペインに表示されるデータは、.csv または .xls ファイルに書き

出すことができます。 
 

4.1.9 設定ボタンを押します。 

 
4.1.10 エレメカ連携のリンク更新のタイミングを決定する事が出来ます。 

デフォルトは図面の保存時です。 

 
4.1.11 キャンセルして閉じます。上書き保存してください。 
 
Autodesk Inventor 側でリンク設定する必要があります。 
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